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私説 児童精神医学史
子どもの未来に希望はあるか

高柳みずほ

本書は，1965年にわが国で初めての精神科思春
期外来を開設されて以来，児童・思春期精神医学の
パイオニアとして学会を牽引してこられた著者によ
る児童精神医学史である。その題名にわざわざ私説
とつけてあるのは，本書が網羅的に歴史を書き綴っ
たものではなく，「子ども臨床」という造語が示す
ように，著者自身の児童精神医学観が裏打ちされて
いるからであろう。
本書は二部構成になっている。第一部「子どもの
未来を考える」では，「子どものこれから，日本では」，
「不登校の歴史」，「子どもと災害」という構成で著
者自身の臨床医としての歩みを振り返りつつ，子ど
も観が年代によってどう変化してきたかを論じてい
る。著者の学校精神保健における取り組みや，あす
なろ学園での多職種連携医療など，他領域の関係者
と「子どもを見守る大人同士」として協働的関係を
作り上げる際の心構えなども述べられている。
不登校の歴史では，1950～1960年代の本邦の児

童精神医学史を辿り，鷲見たえ子氏の「早期幼年性
自閉症」の発表，第 1回精神病理懇話会(比叡山シ
ンポジウム)での自閉症児供覧，児童精神医学会(現
在の児童青年精神医学会)が組織された経緯，そし
てその後「自閉症」に続き「学校恐怖症」への注目
も高まっていったことなどが述べられている。「発
達障害」と「不登校」というこの分野での二大関心
事が，半世紀以上前から不即不離の関係にあったと
いうことは，評者にとっては初めて知ることであり
驚かされた。
子どもと災害に関する章では，著者の行った阪神
淡路大震災以降の被災地支援，そして現在も継続し
て赴いている東日本大震災被災地での活動にも触れ
られている。
後半の第二部「歴史という座標軸で子どもを考え
る」では，「私説 児童精神医学史」，「子ども観と

文化の移り行き」，「子ども史略年表」という順に，
膨大な国内外の資料を基に著者の見解を加えながら
解説される。児童精神医学前史として，「子どもは
tabura lasa(白板)の状態」と述べた J.ロックや絵本
「もじゃもじゃペーター」の作者 H.ホフマン，「ア
ヴェロンの野生児」の報告で知られる J. M. G. イ
タールらについても紹介し，「私説」としては H.
エミングハウスを児童精神医学の鼻祖としている。
一般に児童精神医学の祖として知られるトラマー

については「子どもの信頼を獲得すること」，「子ど
もの育ちを支えているおとなの信頼を獲得するこ
と」などの言葉の引用も含め随所で取り上げている。
後半部では，本邦における児童精神医学・医療の

今後として，「二つの願い」が示されている。児童
精神科の臨床家から一般精神科医へ伝えてほしいこ
ととして，＜発達＞という視点を，児童精神科医療
を離れた後の成人期の発達障害診療でも維持しなが
ら治療的配慮を行ってほしいということ，虐待など
で負った幼児期の深い心傷は，終生背負い続けてい
く危険性があるということ，を挙げている。最後に，
子ども臨床家に求められる基本的資質は「惻隠」と
「温藉」の情念であるとまとめられている。
本書を手にした人は，著者に案内されて世界から

国内までの児童精神医学の歴史を旅しながら，随所
にちりばめられた先達の知恵や助言を得ることがで
きる。またさらに深く掘り下げたい場合には，それ
を叶えるべく豊富な文献リストも添えられている。
児童精神医学にかかわる方のみならず，小学校教諭，
保育士など子どもにかかわりを持つ多くの方に，ぜ
ひ一読していただきたい書である。

(有沢橋病院精神科)
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